
再評価結果（平成１７年度事業継続箇所）
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事業名 事業 事業
一般国道４６７号 藤沢駅地区藤沢拡幅 区分 一般国道 主体 神奈川県

ふじさわ ふじさわ

起終点 自：神奈川県藤沢市藤沢 延長
ふじさわ ふじさわ

至：神奈川県藤沢市藤沢 ０．３km
ふじさわ ふじさわ

事業概要
国道４６７号は、神奈川県大和市（国道２４６号）を起点とし、藤沢市（国道１３４号）を終点とする
延長約２１ｋｍの幹線道路である。藤沢駅地区藤沢拡幅は、交通渋滞の緩和及び歩行者の安全を目的とし
た、延長０．３ｋｍの現道拡幅事業（２車線）である。
Ｈ７年度事業化 Ｓ３２都市計画決定 Ｈ７年度用地着手 Ｈ１４年度工事着手

（Ｓ４５年度変更）
全体事業費 ２４億円 事業進捗率 ８６％ 供用済延長 ０．０km
計画交通量 １２,０００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．４ 4 / 29 億円 42 / 42 億円 平成１６年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： 40 / 40 億円事 業 費： 4 / 29
億円 走行費用減少便益： 2 / 2 億円(残事業)１０．５ 維持管理費： 0 / 0

交通事故減少便益： 0 / 0 億円
事業の効果等

、 （ ）・歩行者 自転車のための生活空間の形成 交通バリアフリー法における道路特定事業に位置付けがある
・無電柱化による美しい町並みの形成（電線類地中化５ヶ年計画に位置付けがある）

他１２項目に該当(定量的評価項目含む)
関係する地方公共団体等の意見
一般国道４６７号は、県の南北方向の骨格を形成する路線で、東京方面から湘南地域へ連絡する観光道
路として、広域的な物流交通を担う重要な路線であり、沿道は藤沢駅など交通結節点と密接に関連して商

、 、 。業施設が多く 歩行者と車両の混雑が輻輳し危険な状態が続いていることから 早期完成への要望が強い
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
都心方面から湘南海岸方面への観光道路にも利用され、通過交通が多く渋滞が発生している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
全体事業の約８６％が完了しており、用地取得率は１００％完了している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・人家（商店）連担地区での現道拡幅であり、家屋の建替え及び移転等が多く、代替地などの要望が強い
ため、用地交渉が難航していた。
・電線共同溝整備に関する関係事業者との調整は完了しており、平成１９年度末完成供用予定である。
施設の構造や工法の変更等
再生砕石の利用促進を図った。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
交通安全の向上、良好な都市環境の確保など、事業に対する地域の期待は高く、事業の早期完成の必要
性・重要度は高い。
事業概要図

凡 例

供 用 中

再評価箇所

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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